
地震発生時の基本的対応の流れ(在校中)     モデル

地震発生

安全確保

【その場で】

児童生徒教師管理職

的確な指示｢頭部を保
護，机の下へもぐり机
の脚を持つ｡｣

教師の指示に従い，身
体を保護する｡

ゆれがおさまる

校庭等の安全な場所ﾍ
避難する｡

･安全で適切な避
難誘導

･配慮を要する児
童生徒への対応

校長は校長室で
待機､

全体非難の指示
※停電時はハンド
マイク使用

非難誘導

第１次非難

･人数確認､安全確認

･周囲の状況把握(状況
により第二次避難の準
備)

安全確認

非難誘導
第２次避難

安全確認

•人数と安否の確認

•負傷者確認と応急措置

•病院等の医療機関との連携

•児童生徒の不安の緩和

学 校 災 害 対 策 本 部 設 置

各係ごとに役割分担に従って行動開始

(係の例)本部､通報連絡，避難誘導､巡
視､救護､防災､搬出保管

被害状況把握
関係機関への連絡
保護者への引き渡し

避難所への支援 ･教育活動再開への準備

保護者とともに下校
(連絡がつくまで待機)

※登下校中､休日の部活動中などの対応についても作成しておく必要がある。


